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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第10期

第１四半期連結
累計期間

第11期
第１四半期連結

累計期間
第10期

会計期間

自　2020年
　４月１日
至　2020年
　６月30日

自　2021年
　４月１日
至　2021年
　６月30日

自　2020年
　４月１日
至　2021年
　３月31日

売上高 （百万円） 33,140 55,739 209,420

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △2,212 1,953 8,653

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益又は親会

社株主に帰属する四半期純損失

（△）

（百万円） △1,661 1,384 6,532

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △219 1,948 16,108

純資産額 （百万円） 130,244 146,187 145,052

総資産額 （百万円） 233,381 239,116 237,955

１株当たり

四半期（当期）純利益又は１株

当たり四半期純損失（△）

（円） △38.71 32.25 152.15

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 51.1 56.5 56.2

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第10期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第11期第１四半期連結累計期間及び第

10期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

３．純資産額には、当社役員への業績連動型株式報酬として信託が保有する当社株式が自己株式として計上され

ております。また、同期間の１株当たり四半期（当期）純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

となる普通株式の期中平均株式数は、当該株式を控除対象の自己株式に含めて算出しております。

４．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の

期首から適用しており、当第１四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を

適用した後の指標等となっております。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における世界経済情勢は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種の普及状況や景

気支援策によって、各地域に差があるものの、全体として欧米等の先進国を中心に景気回復が進みました。一方

で、アジア地域の一部の国では感染が再拡大しており、依然として懸念の残る状況が続いています。

　自動車業界は、世界的な半導体不足による減産の影響はありますが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により

生産活動停止や販売縮小となった前年同期との比較では、各国の自動車販売台数が大幅増加となりました。

　当第１四半期連結累計期間の業績は、コロナ禍からの生産回復で量産・非量産売上が増加したものの、半導体不

足に伴う得意先の生産調整の影響で伸び悩み、売上高は55,739百万円（前年同期比68.2％増）にとどまりました。

利益につきましては、増収効果に加え、コロナ禍での原価低減や販管費削減の効果が継続しており、営業利益は

1,638百万円（前年同期は2,166百万円の損失）となりました。経常利益は1,953百万円（前年同期は2,212百万円の

損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、1,384百万円（前年同期は1,661百万円の損失）となりました。

 

 

　報告セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①　日本

    （単位：百万円）

 
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

前期比増減額 前期比増減率

売上高 11,669 10,425 △1,244 △10.7％

営業損失（△） △680 △393 287 －

前期との主な増減理由

売上高　　　半導体不足の影響で減産となり、型設備売上が減少したことなどにより、減収となりました。

営業損失　　非量産売上の減少の影響が大きく、営業損失となりましたが、前年同期と比べ損失は縮小しました。

 

②　北米

    （単位：百万円）

 
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

前期比増減額 前期比増減率

売上高 7,704 18,267 10,563 137.1％

営業損失（△） △1,453 △172 1,280 －

前期との主な増減理由

売上高　　　半導体不足の影響はありましたが、生産回復と新型CIVICの型設備売上の計上等により、増収となり

ました。

営業損失　　営業損失となりましたが、増収効果に加え、体質改善による製造費用の削減等により、前年同期と比

べ損失は大幅に縮小しました。
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③　欧州

    （単位：百万円）

 
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

前期比増減額 前期比増減率

売上高 2,194 5,200 3,005 137.0％

営業利益 104 488 384 369.5％

前期との主な増減理由

売上高　　　生産回復に加え、得意先の半導体不足の影響が少なく、スロバキア拠点におけるBMW様の新型iX立ち

上がり等もあり、増収となりました。

営業利益　　増収効果等により、増益となりました。

 

④　アジア

    （単位：百万円）

 
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

前期比増減額 前期比増減率

売上高 2,629 6,352 3,722 141.6％

営業利益又は損失（△） △1,146 167 1,313 －

前期との主な増減理由

売上高　　　生産回復と新型CIVIC立ち上がり等で量産売上が増加し、増収となりました。

営業利益　　増収効果に加え、他社販が好調だったことなどにより、増益となりました。

 

⑤　中国

    （単位：百万円）

 
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

前期比増減額 前期比増減率

売上高 12,773 14,667 1,893 14.8％

営業利益 1,235 1,250 14 1.2％

前期との主な増減理由

売上高　　　半導体不足の影響で減産となりましたが、材料単価改定や他社販の増加もあり、増収となりました。

営業利益　　労務費が上昇した一方で、為替の影響もあり、前期並みとなりました。

 

⑥　南米

    （単位：百万円）

 
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

前期比増減額 前期比増減率

売上高 96 2,064 1,967 2,042.7％

営業利益又は損失（△） △64 207 271 －

前期との主な増減理由

売上高　　　前期のコロナ禍での生産停止が解消されたことに加え、得意先の半導体不足の影響が軽微だったこと

などにより、大幅増収となりました。

営業利益　　増収効果に加え、コロナ禍での固定費削減効果等により、増益となりました。
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(2）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末より1,160百万円増加し、239,116百万円と

なりました。これは主に、受取手形及び売掛金の増加によるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末より25百万円増加し、92,928百万円となりました。これは主に、短期借入金及び

買掛金の増加によるものであります。

　純資産合計は、前連結会計年度末より1,134百万円増加し、146,187百万円となりました。これは主に、利益剰余

金及び為替換算調整勘定の増加によるものであります。

 

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、322百万円であります。

 

(5）資本の財源及び資金の流動性

　当第１四半期連結累計期間において、資本の財源及び資金の流動性について重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ジーテクト(E02228)

四半期報告書

 5/22



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2021年８月６日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 43,931,260 43,931,260
東京証券取引所

（市場第一部）
１単元（100株）

計 43,931,260 43,931,260 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2021年６月30日 － 43,931,260 － 4,656 － 23,333

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ １単元（100株）
普通株式 545,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 43,373,500 433,735 同上

単元未満株式 普通株式 12,760 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  43,931,260 － －

総株主の議決権  － 433,735 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の株式数の欄には、当社役員への業績連動型株式報酬として株式会社日本カ

ストディ銀行（信託口）が所有する455,100株（議決権の数4,551個）が含まれております。なお、当該議決

権は行使されないこととなっております。

２．「完全議決権株式（その他）」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,800株（議決権の数28

個）含まれております。

 

②【自己株式等】

    2021年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ジーテクト

埼玉県さいたま市大宮区桜

木町一丁目11番地20
545,000 － 545,000 1.24

計 － 545,000 － 545,000 1.24

（注）　当社役員への業績連動型株式報酬として株式会社日本カストディ銀行（信託口）が所有する455,100株を、財

務諸表上は自己株式として処理しておりますが、上記の自己株式には含んでおりません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2021年４月１日から2021

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 29,162 30,901

受取手形及び売掛金 29,534 35,256

製品 1,341 1,464

仕掛品 20,790 26,195

原材料 2,319 2,686

貯蔵品 1,115 1,157

その他 6,300 7,165

流動資産合計 90,565 104,827

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 54,299 54,035

機械装置及び運搬具（純額） 36,935 37,070

工具、器具及び備品（純額） 18,528 10,686

土地 ※１ 12,902 ※１ 12,903

建設仮勘定 12,797 7,281

有形固定資産合計 135,463 121,977

無形固定資産 1,699 1,659

投資その他の資産   

投資有価証券 7,832 8,165

その他 ※２ 2,395 ※２ 2,486

投資その他の資産合計 10,227 10,651

固定資産合計 147,390 134,288

資産合計 237,955 239,116

負債の部   

流動負債   

買掛金 20,581 21,906

短期借入金 15,583 17,433

１年内返済予定の長期借入金 8,549 10,491

未払金 6,323 7,201

未払法人税等 1,278 767

賞与引当金 1,342 1,214

その他 8,602 7,019

流動負債合計 62,261 66,033

固定負債   

長期借入金 22,246 19,271

退職給付に係る負債 1,304 1,270

役員株式給付引当金 397 423

その他 6,694 5,929

固定負債合計 30,641 26,895

負債合計 92,903 92,928
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,656 4,656

資本剰余金 23,635 23,635

利益剰余金 96,839 97,398

自己株式 △1,772 △1,772

株主資本合計 123,358 123,917

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,115 1,288

為替換算調整勘定 9,032 9,545

退職給付に係る調整累計額 337 318

その他の包括利益累計額合計 10,485 11,152

非支配株主持分 11,207 11,116

純資産合計 145,052 146,187

負債純資産合計 237,955 239,116
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

売上高 33,140 55,739

売上原価 32,690 50,820

売上総利益 449 4,919

販売費及び一般管理費 2,616 3,280

営業利益又は営業損失（△） △2,166 1,638

営業外収益   

受取利息 85 70

受取配当金 36 53

為替差益 22 57

持分法による投資利益 － 120

助成金収入 59 25

その他 64 86

営業外収益合計 267 413

営業外費用   

支払利息 181 87

持分法による投資損失 96 －

その他 36 11

営業外費用合計 313 98

経常利益又は経常損失（△） △2,212 1,953

特別利益   

固定資産売却益 30 0

投資有価証券売却益 － 3

特別利益合計 30 3

特別損失   

新型コロナウイルス感染症関連損失 ※ 418 －

特別損失合計 418 －

税金等調整前四半期純利益又は

税金等調整前四半期純損失（△）
△2,600 1,957

法人税等 △459 647

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,140 1,310

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △478 △74

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
△1,661 1,384
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,140 1,310

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 261 172

繰延ヘッジ損益 △15 －

為替換算調整勘定 1,696 487

退職給付に係る調整額 15 △18

持分法適用会社に対する持分相当額 △36 △3

その他の包括利益合計 1,921 637

四半期包括利益 △219 1,948

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △43 2,051

非支配株主に係る四半期包括利益 △176 △103
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）
 

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

生産に要する金型の費用を一定の期間にわたって顧客から回収し、売上高と売上原価を計上しておりましたが、

当第１四半期連結会計期間より、一時点で売上高と売上原価を計上しております。

当会計基準等の適用による当第１四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える主な影響は以下のとおりで

あります。

売上高は307百万円、営業利益、税金等調整前四半期純利益が各々33百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益

が16百万円増加いたしました。また、受取手形及び売掛金は7,478百万円、仕掛品が3,720百万円、各々増加し、工

具、器具及び備品（純額）は9,372百万円、建設仮勘定が3,720百万円、流動負債その他が1,632百万円、固定負債そ

の他が1,207百万円、各々減少いたしました。

当会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、当

第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。この結果、利益剰

余金の当期首残高は258百万円増加しております。

なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法に

より組替えを行っておりません。

また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的

な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しており

ません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、この変更による当第１四半期連結

累計期間の損益、財政状態1株あたり情報への影響はございません。
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（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

（業績連動型株式報酬制度）

　当社は、取締役（社外取締役を除く。）ならびに当社と委任契約を締結している執行役員（以下「取締役等」とい

う。）に信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っております。

(1）取引の概要

　当社は、取締役等を対象に、これまで以上に当社の中長期的な業績の向上と企業価値の増大への貢献意欲を高め

ることを目的とし、当社の株式価値との連動性が高い役員報酬制度として、業績連動型株式報酬制度（以下「本制

度」という。）を導入しております。

　本制度は、2016年３月末日で終了する連結会計年度から2022年３月末日で終了する連結会計年度までの期間にお

いて在任する取締役等に対する報酬として、当社が金員を拠出して設定した信託が取引所市場を通じて当社株式を

取得のうえ、当該株式を一定の要件を満たす取締役等に対し、その役位、業績等に応じて交付する株式報酬制度で

す。

 

(2）信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度765百万円、455千株、当第１四

半期連結会計期間765百万円、455千株であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１．圧縮記帳額

　国庫補助金等により有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額及びその内訳は、以下のとおりでありま

す。

 
前連結会計年度

（2021年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2021年６月30日）

圧縮記帳額 149百万円 149百万円

（うち、土地） 149百万円 149百万円

 

※２．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（2021年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2021年６月30日）

投資その他の資産 8百万円 8百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　新型コロナウイルス感染症関連損失に関する注記

前第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

　連結子会社G-TEKT MEXICO CORP. S.A. DE C.V., G-TEKT India Private Ltd., G-KT do Brasil Ltda.の３社は、新

型コロナウイルス感染症防止のための政府・自治体による要請により操業を停止いたしました。それぞれが通常生産に

復帰するまでの期間における固定費及び直接要した費用を特別損失として418百万円計上いたしました。

 

当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

減価償却費 4,872百万円 3,831百万円
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（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月19日

定時株主総会
普通株式 1,041 24 2020年３月31日 2020年６月22日 利益剰余金

（注）　2020年６月19日定時株主総会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金10百万

円が含まれております。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月18日

定時株主総会
普通株式 1,084 25 2021年３月31日 2021年６月21日 利益剰余金

（注）　2021年６月18日定時株主総会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金11百万

円が含まれております。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
合計

 日本 北米 欧州 アジア 中国 南米

売上高        

外部顧客への売上高 8,889 7,599 2,141 2,259 12,183 68 33,140

セグメント間の内部売

上高又は振替高
2,780 104 52 370 590 28 3,926

計 11,669 7,704 2,194 2,629 12,773 96 37,067

セグメント利益又は損失

（△）
△680 △1,453 104 △1,146 1,235 △64 △2,006

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 △2,006

セグメント間取引消去等 △160

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △2,166

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
合計

 日本 北米 欧州 アジア 中国 南米

売上高        

外部顧客への売上高 9,759 18,149 5,135 6,349 14,281 2,063 55,739

セグメント間の内部売

上高又は振替高
665 118 64 2 385 0 1,236

計 10,425 18,267 5,200 6,352 14,667 2,064 56,976

セグメント利益又は損失

（△）
△393 △172 488 167 1,250 207 1,547

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,547

セグメント間取引消去等 91

四半期連結損益計算書の営業利益 1,638
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（収益認識関係）

　当社グループは、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しております。

　当社グループは主に自動車部品の製造販売を行っており、当該取引については、一時点で履行義務が充足される

取引と判断しました。そこで、製品の引き渡し時点で、資産に対する支配が顧客に移転することにより履行義務が

充足されるため、値引き及び割戻しを考慮した金額で収益を認識しております。

　自動車部品に関連するサービスの提供等については、一定期間に渡って履行義務が充足される取引と判断しまし

た。そこで、進捗度に応じて、一定期間にわたり収益を認識しております。

 

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント

合計 調整額 連結
日本 北米 欧州 アジア 中国 南米

製品及び商品 9,654 18,267 5,200 6,352 14,667 2,064 56,205 △612 55,593

サービスの提供 722 － － － － － 722 △623 98

その他 47 － － － － － 47 － 47

計 10,425 18,267 5,200 6,352 14,667 2,064 56,976 △1,236 55,739
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 

第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

１株当たり四半期純損失（△） △38.71円 １株当たり四半期純利益 32.25円

 

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社

株主に帰属する四半期純損失（△）（百万円）
△1,661 1,384

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失

（△）（百万円）

△1,661 1,384

期中平均株式数（株） 42,931,140 42,931,059

（注）１．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益又

は１株当たり四半期純損失の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は

前第１四半期連結累計期間455,115株、当第１四半期連結累計期間455,115株であります。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年８月５日

株式会社ジーテクト
 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 東京事務所  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大和田　貴之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大橋　武尚　　印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジーテク

トの2021年4月1日から2022年3月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2021年4月1日から2021年6月30日ま

で）及び第1四半期連結累計期間（2021年4月1日から2021年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期

連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジーテクト及び連結子会社の2021年6月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継

続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガード

を講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社ジーテクト(E02228)

四半期報告書

22/22


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

